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藤崎町大字西豊田一丁目１

藤崎町企画財政課企画係
　575－3111(内線2224)

行政・人権合同相談所を開設します
(秘密厳守・無料)

　「行政相談」と「人権問題」について、合同相談所を開設します。
　暮らしの中で行政と人権に対する意見・苦情・困りごとや要望した
いことがありましたら、お気軽にご相談ください。
　なお、相談は無料で、秘密は厳守します。

☆日　時　５月21日(水)　午前９時～午後３時

区　　　分 藤　崎　会　場 常　盤　会　場
場　　　所 藤崎老人福祉センター 常盤老人福祉センター

相談担当者

◎行政相談委員
　加福　ちゑ子
◎人権擁護委員
　藤田　洋、野呂　廣志
　荒谷　百合子
◎青森行政評価事務所職員
◎司法書士　藤本　祥平

◎行政相談委員
　三上　一
◎人権擁護委員
　佐藤　イツ子、福士　剛
　小野寺　福雄
◎青森行政評価事務所職員

☆お問合せ　総務課行政係(内線2206、2004)

年金、登記、環境衛生、生活保護、交通事故、土地建物の売買、
境界、金銭貸借、相続…

～例えばこんなことで困っていませんか？～

水道工事は町指定店へ

　漏水の修理や新設・改造・撤去などの工事は「町指定工事店」まで
お申し込みください。
　新たに工事店を指定したのでお知らせします。

☆新規の指定工事店
　○アール住設(藤崎町大字小畑字福元８)
　　代表　三上　諒　50172－55－0583

　○有限会社　山田設備工業(青森市浪岡福田一丁目７－１)
　　代表取締役　浅利　勝久　50172－62－3800

☆お問合せ　上下水道課工務施設係　575－6025

第10回藤崎町民体育大会ソフトボール競技を開催します

☆日　　程　６月１日(日)※雨天中止
☆場　　所　ライフコート平川(ソフトボール場・野球場)
☆競技方法　トーナメント方式
☆参加資格　男子(35歳以上 ※ただし、昭和55年４月１日以前に生ま
　　　　　　れた者)、女子(中学生以上)の町民
☆チーム編成　監督１名、選手17名以内
　　　　　　男子と女子の混合チームとし、女子２名は常時出場する
　　　　　　こととします。
☆申込締切　５月23日(金)
☆組合せ抽選　５月29日(木)　午後６時30分
　　　　　　スポーツプラザ藤崎「会議室」

※開催要項・参加申込書は、行政連絡員に送付しています。

☆お問合せ　スポーツプラザ藤崎　☎75－3323　FAX75－4090

下水道マスコット

キャラクター

「スイスイ」下水道に関するご相談・お問合せは上下水道課まで　☎75－6025　

「げすいどう みずのみらいを まもるみち」
平成26年度　下水道推進標語

下水道への加

入、よろしく

お願いしま～

スイスイ！

平成26年度協会けんぽ青森支部の
健康保険料率について

　全国健康保険協会(協会けんぽ)青森支部では、県内の中小企業の従
業員とそのご家族が加入する健康保険事業を運営しています。
　平成26年度における当支部の健康保険料率は、現行の10.00％で据
置きですが、介護給付費等の増加に伴い、40歳から64歳までの健康保
険の加入者(介護保険第２号被保険者)が負担する介護保険料は、４月
納付分より1.55％から1.72％に引き上げとなります。
　協会けんぽは、加入者と事業主の皆さまの負担軽減に向け、国庫補
助率の引き上げ、高齢者医療制度の見直しなど国や関係方面に強く求
めていきますので、ご理解とご協力をお願いします。

☆お問合せ　
　全国健康保険協会青森支部　☎017－721ー2713
　ホームページ　http://www.kyoukaikenpo.or.jp/shibu/aomori/

労働相談会を利用しませんか

　青森県労働委員会委員による労働相談会を開催しますので、職場の
トラブルで悩んでいる方は、ご遠慮なくおいでください。

☆日　　時  ７月１日(火)　午後１時30分～午後４時
☆場　　所　青森県観光物産館アスパム　５階　白鳥・夏泊　　　　

☆お問合せ　青森県労働委員会事務局　☎017－734ー9832

自動車事故被害者の救済制度のお知らせ

　自動車事故で重度の後遺症が残った方や、亡くなられた方のご家族
を支援するため、次の制度があります。

◎交通遺児等育成資金貸付制度(無利子貸付)

☆貸付金額　一時金　155,000円　月々　20,000円
☆貸付要件　市町村民税が非課税または均等割のみ課税等
☆対 象 者　０歳から中学３年生
☆利　　子　無利子
☆返還方法　割賦による20年以内の均等払い
　　　　　　※高校や大学へ進学する場合は返還の猶予あり

◎介護料支給制度

☆受給資格　自動車事故により重度の後遺症が残ったため、常時また
　　　　　　は随時の介護を必要とする方
☆支 給 額　月額　29,290円～136,880円
　　　　　　(障害の程度、介護に要する費用に応じて支給)

☆お問合せ　自動車事故対策機構青森支所　☎017－739ー0551

総務省からのお知らせ

　６月１日(日)～10日(火)は「電波利用環境保護周知啓発強化期間」
です。電波は、ルールを守って正しく使いましょう。
　電波の混信・妨害については、相談窓口までお問合せください。

☆お問合せ　総務省東北総合通信局　5022ー221ー0641

平成26年度労働保険年度更新の手続きについて

　労働保険の年度更新(平成25年度確定保険料と平成26年度概算保険
料の申告・納付手続きのこと)を行っていただく時期となりました。
　平成26年度の申告・納付期間は、６月２日(月)から７月10日(木)ま
でとなっていますので、お早めにお近くの金融機関・郵便局等で手続
きをお願いします。

☆お問合せ　青森労働局総務部労働保険徴収室　5017ー734ー4145



中小企業・小規模事業の経営者の皆さまへ

　個人保証なしで金融機関から融資を受けたり、事業が破綻しても一
定の生活費等を残すことができるルールができました。

①事業活動に必要な資産は法人所有とするなど、法人と個人の資産・経
理が明確に分離されている場合などに、個人保証が不要となること

②多額の個人保証を行っていても、経営が行き詰まる前に、早めに事
業再生や廃業を決断した際に一定の生活費等(従来の自由財産99万
円に加え、年齢等に応じて100万円～360万円)が残ることや、「華美
でない」自宅に住み続けられること

③保証債務の履行時に返済しきれない債務残額は原則として免除され
ること

などを定めた「経営者保証に関するガイドライン」が、中小企業庁・
金融庁主導の下、策定されました。
※第三者保証人についても、上記の②、③については経営者本人と同
　様の取扱となります。

◎経営者保証に依存しない融資や、保証債務の整理について、ご相談

　に応じます

　ガイドラインに基づき、金融機関と相談して、個人保証を提供せず
に資金調達をしたい方、個人保証債務の整理をしたい方は、中小企業
基盤整備機構東北本部までお問合せください。ご相談に応じるととも
に、必要に応じて無料で専門家を派遣します。

◎政府系金融機関でも経営者保証を求めない資金繰り支援を強化します

　日本政策金融金庫では、中小企業向けの経営者の個人保証を免除・
猶予する特例制度について、積極的に対応します。また、小規模事業
者向けに、個人保証を免除する特例制度を創設しました。詳しくは日
本政策金融金庫までお問合せください。
　
　また、金融庁においても、金融機関等による本ガイドラインの積極
的な活用を促進し、融資慣行として浸透・定着を図る観点から、監督
指針・金融検査マニュアルの改正を実施しています。(平成26年２月
１日から適用)

☆お問合せ　中小企業基盤整備機構東北本部　☎022－716ー1715
　　　　　　　　　　　　日本政策金融金庫　50120ー154－505

「多重債務相談窓口」のご案内

　東北財務局青森財務事務所では、多重債務相談窓口を設置していま
す。相談員が借金の状況等を伺い、必要に応じて、弁護士等の専門機
関に引き継ぎを行います。相談は無料で、秘密厳守ですのでお気軽に
ご相談ください。

☆相談専用電話　5017－774－6488
☆受付時間　月～金曜日(土・日・祝日・年末年始は除く)
            午前８時30分～正午、午後１時～午後４時30分　　　　
☆相談場所　青森財務事務所(青森市新町2-4-25　青森合同庁舎３階)

☆お問合せ　東北財務局青森財務事務所理財課　☎017－722ー1463

「法務局なんでも相談所」を開設します

　青森地方法務局弘前支局では、公証人会・弁護士会・司法書士会、
土地家屋調査士会・弘前人権擁護委員協議会の協力を受け、６月１日
の「人権擁護委員の日」にちなんで「法務局なんでも相談所」を開設
します。

☆日　　時　６月７日(土)　午前10時～午後４時
☆場　　所　青森地方法務局弘前支局
　　　　　　(弘前市大字早稲田三丁目１番地１)
※ＪＲ弘前駅・城東口から『城東循環100円バス』に乗車し、「城東タ
ウンプラザ前」のバス停でお降りになると便利です。

☆相 談 料　無料(秘密は厳守します)
☆相談内容
土地や建物の登記や遺言に関する問題、供託・戸籍の問題、近隣・
家庭・学校・職場の問題、子どもに関する悩みごとなど

※相談場所が分からない方などもお気軽にお越しください。
☆相 談 者
　法務局職員、人権擁護委員、公証人、弁護士、司法書士、
　土地家屋調査士

☆お問合せ　青森地方法務局弘前支局総務課　☎0172－26－1150

～農地中間管理事業で有利に規模拡大を～

農地の借受希望者の募集と
農地の貸付希望者の受付を開始します

　公益社団法人あおもり農林業支援センターでは、平成26年３月19日
に県から農地中間管理機構の指定を受け、農地の中間管理事業を実施
しています。
　この事業は、経営規模を縮小する農家から機構(支援センター)が農
地を借り入れ、公募に応募し公表された農家に、まとまった農地を貸
し付けるものです。
　農地を機構から借りたい農家(受け手)の公募は、平成26年５月８日
(木)から実施しており、機構(支援センター)のホームページまたは藤
崎町農政課の窓口に応募用紙を用意してありますので、応募してくだ
さい。応募は、５月末、７月末、10月末、翌年１月末に取りまとめて
翌月に公表することにしています。また、農地を機構に貸したい農家
(出し手)についても、同時に受付けを開始します。

～農地中間管理事業のメリットについて～

☆農地を機構に貸す方のメリット
　○契約期間が終われば農地は確実に戻ります。
　○機構が賃借料を支払いますので、安心・確実で、手間がかかりません。
　○「特例付加年金」を受給出来ます。
　○以下の要件を満たせば、「機構集積協力金」が町から受けられます。
　　

☆農地を機構から借りる方のメリット
○毎年の賃借料の支払いは、機構に申し込めば口座からの自動振替
が可能になり、手間がかかりません。

○地主が複数いても、機構と契約するだけで済みます。
○機構からまとまった農地(受け手の要望に応じて簡易な基盤整備を

する場合もある)を借り受けることで、農業の効率化が可能です。
　
　なお、農地中間管理事業の要件、申込方法など詳細については、藤崎
町農政課または機構(支援センター)へご相談ください。

☆お問合せ
　○藤崎町農政課(内線2243)
　○(公社)あおもり農林業支援センター　☎017ー773ー3131
　　・中南地域担当　5090ー1490ー1317
　　・ホームページ　http://www.aoimori-norin.jp/

地
域
集
積
協
力
金

☆対象　市町村内の「地域」
　　　　※「地域」とは、集落、大字、学校区など外縁が明確
　　　　　　な同一市町村の区域
☆要件「地域」内の農地の一定割合以上が、各年の12月末時点
　　　　で機構に貸し付けられていること

☆単価　 貸付割合 H26～H27 H28～H29 H30～
２～５割以下 2.0万円/10a 1.5万円/10a 1.0万円/10a
５～８割以下 2.8万円/10a 2.1万円/10a 1.4万円/10a

８割超 3.6万円/10a 2.7万円/10a 1.8万円/10a

経
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☆対象　・経営転換する農業者　・リタイアする農業者
　　　　・農地の相続人
☆要件　経営している全農地(10aを除くことが可能)を10年以上
　　　　貸し付けし、かつ、受け手に貸し付けられること

☆単価　 貸付面積 単価
0.5ha以下 30万円/戸

0.5～2.0ha以下 50万円/戸
2.0ha超 70万円/戸

耕
作
者
集
積
協
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☆対象　機構借受地の隣接農地を
　　　　・自ら耕作する所持者
　　　　・当該農地を借入れ耕作する者
☆要件　対象農地を10年以上貸し付けし、かつ、受け手に貸し
　　　　付けられること

☆単価　 H26～H27 H28～H29 H30～
2.0万円/10a 1.0万円/10a 0.5万円/10a

お詫びと訂正

　広報お知らせ号４月号の「上下水道課からのお知らせ」の神山設備
工業株式会社の住所に誤りがありました。
　お詫びして訂正いたします。

(誤)神山設備工業　株式会社(青森市大字大ノ字若宮54番地)
(正)神山設備工業　株式会社(青森市大字大野字若宮54番地)


